
われわれの大学を
よりよく理解するために（ⅩⅦ）
─── 第17回（2012年）カレッジ・コミュニティ調査基本報告書 ───

第
17
回（
二
〇
一二
年
）カ
レ
ッ
ジ・コ
ミ
ュニ
テ
ィ
調
査
基
本
報
告
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
三

関
西
学
院
大
学
高
等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー

関西学院大学高等教育推進センター関西学院大学高等教育推進センター
〒662-8501　西宮市上ケ原一番町1-155
TEL.0798-54-7420 FAX.0798-54-7421

2013年3月



　この「カレッジ・コミュニティ調査」は、高等教育推進センターの前身である総合教育研究室が
指定研究プロジェクトとして1976年度以来隔年で行ってきた学生の実態調査を、2010年度に高
等教育推進センターが開設されてからセンターの主要業務の一つとして引き継いだものである。
　今回の調査は1976年度の第1回調査から数えて第17回目に当たる。第15回までの総合教育研
究室の研究プロジェクトによる調査は、基本的に、学生の大学生活の実態や心理的適応などの
現状把握に焦点が当てられ、時系列的な変化をみるために、「学生生活の実態」「目的意識・
価値観」などの項目が継続的に調査されてきた。今回の調査においては、これらの調査項目を引
き継ぎながらも、大学の各部局から今後の施策に役立つと考えられる質問項目を追加したのが
特徴である。一例をあげると、「授業、予復習・宿題、課外活動、アルバイト、交友に費やす時間」
「海外留学の経験」などの質問項目を付け加えている。本報告書は、このように高等教育推進セ
ンターとしての役割を考慮しながら質問項目を追加修正した調査結果を、これまでと同様に、記
述統計による単純集計、および、クロス集計の結果を用いて調査概要を分析したものである。
　大学を取り巻く環境はますます厳しくなる一方である。わが国の雇用環境の変化や人材のグ
ローバル化を考えると、大学教育の質そのものが問われるのは言うまでもない。例えば、雇用環
境について言うと、20代前半の若者の100人に55人しか正規雇用に就けない状況にある。このよ
うな中で、関西学院大学として、社会に送り出す学生の質をどのように保障するのかは大きな課
題であるが、同時に、すべての高等教育機関に投げかけられた問題でもある。
　現在、多くの大学で、学生の質の保証を客観化するために、入学から卒業までのEM（エンロー
ルメント・マネージメント）やIR（インスティテューショナル・リサーチ）の導入が検討され始めてい
る。高等教育推進センターでも、2013年度からEMとIRの本格的な取り組みを始める。
　このEMやIRの取り組みにより、これまでの行ってきた「カレッジ・コミュニティ調査」の実施の
仕方や調査項目が大幅に変更されることが求められる。その意味では、1976年度の第1回調査か
らの継続性を重視した調査は今回が最後になる公算が大きい。
　最後に、今回の調査に協力していただいた学生の皆さんに心からお礼を申し上げたい。この調
査結果が関西学院大学の教育の向上につながることを望むものである。

　2013年3月
高等教育推進センター長　村田　治

は じ め に
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Ⅰ　調査の概要

1. 調査の方法

　第17回調査の方法は以下の通りである。
調査期間：
調査対象：

調査方法：

回収数：

調査票：

グラフと表：

学部比較：

2012年10月1日（月）～ 11月26日（月）
本学に在学する全学部学生23,057名から系統抽出法により5分の1を抽出し、留学
中の学生などをのぞいた4,472名を対象とした。
対象者に調査票と返信用封筒を送付し、11月26日までに返信のあった回答につ
いて、集計を行った。
1,101件　回収率24.6%
（ただし、所属学部、学年等が不明な調査票を含む）
調査票の内容は、大きく3つに分かれている。第Ⅰ部は、学生個人の生活実態、目
的意識・価値観などをたずねる25項目、回答者の属性を問う9項目から構成され
ている。第Ⅱ部は、大学環境全体の認知を問う60の質問項目で構成されている。
最後に自由記述欄を設けている。
比率については、個々の数値を小数点第2位で四捨五入しているため、100%を超
える場合や、満たない場合がある。
所属学部や学年など属性による集計は、属性が不明な回答をのぞいて集計として
いるため、合計が1,101とならない場合がある。
神学部は有効回答数が4件のため、学部比較からは原則としてのぞいている。
また、国際学部は2010年度開設のため、1～3年生のみとなっている。

（回収率）

2. 調査票構成

　今回使用した、「第17回カレッジ・コミュニティ調査」の調査票は、本報告書の巻末に添付して
いる。第Ⅰ部は、学生の大学生活の実態を把握するものであり、第Ⅱ部は、大学生活におけるさま
ざまな側面から大学の環境を学生がどうとらえ、どう評価しているかを明らかにする「大学環境
調査」である。そして、最後に第Ⅰ部、第Ⅱ部の質問でとらえきれない意見を聞くために自由記述
欄を設けている。
　第Ⅰ部は、質問の順は、必ずしもまとまっているわけではないが、入学動機、大学生活の実態、
目的意識・価値観および適応、大学施設、大学生活の充実度・評価についてたずねる質問群で
構成されている。質問項目については見直しを行い、学習時間、在学中に身につけたい能力、留
学経験などをたずねる質問を加えるとともに、時代にそぐわない選択肢を見直している。
　第Ⅱ部の「大学環境調査」は、立教大学学生部がカリフォルニア大学で発案されたCUES 
（College and University Environment Scales）を翻訳したものである。本来の5領域各20項目
の質問のうち、「実用性」「学究性」「共同性」に関する60項目を採用している。
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　男女別の回収率を図1-3-3に示す。男女別では、男性19.5%（前回18.4%）、女性30.2%（30.6%）
となっており、これまでの調査と同様、女性の回収率が高い。
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3. 回収率

　今回の調査は、11学部の全学生23,057名から無作為抽出した4,472名に対して行ったもの
で、回収数は、1,101件、回収率は、24.6%であった。前回調査の24.0%と同程度の回収率で
あった。
　表1-1（p.14）に全学部生23,057名（母集団）と抽出された4,472名の学部、学年、男女別の構成
及び有効回答票数と回収率を示した。表1-2（p.15）は、学部、学年、男女別に母集団と回答者の
構成比率を示し、また、回答者のGPA、入試種別、住居、通学時間、団体参加について学年、学
部、男女別に示した。
　学部別の回収率を図1-3-１に示す。学部別の回収率は、15.4%～29.6%となっており、文学部、
社会学部、国際学部、人間福祉学部、経済学部の順に高く、これらの学部は全体の平均回収率
を上回っている。

　学年別の回収率を図1-3-2に示す。学年別の回収率は、1年生26.6%（前回29.1%）、2年生
24.0%（26.5%）、3年生22.9%（17.0%）、4年生24.6%（21.8%）と、学年ごとの回収率の差は縮
まっているが、3年生が最も低いという傾向は、前回同様である。

15.4%

29.6%

25.6%

22.8%
25.0% 24.1%

19.1%

23.1%
25.1% 24.4% 25.4%

0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

神
学
部

文
学
部

社
会
学
部

法
学
部

経
済
学
部

商
学
部

理
工
学
部

総
合
政
策
学
部

人
間
福
祉
学
部

教
育
学
部

国
際
学
部

図1–3–1　学部別回収率

6 7



4. 母集団と回答者の比較

　回答者の構成比と母集団の実構成比を学部別、学年別、男女別に図1-4 -1、図1-4 -2、図
1-4-3に示す。
　回答者と母集団の構成比率の差について、学部別でみると、文学部が回答者の比率17.1%、
母集団の比率14.3%と＋2.8ポイント差でもっとも大きい。理工学部が回答者の比率6.8%、母集
団の比率8.7%と－1.9ポイント差となっており、各学部とも、＋2.8～－1.9ポイントと±3ポイント
以内にとどまっている。

　学年別の構成比率の差は、1年生から、＋2.9、－0.6、－1.4、－1.5ポイントで、学部別と同様、
±3ポイント以内にとどまっている。

　これらの傾向は、これまでの調査とほぼ同様の傾向を示しており、特定の学部・学年の影響
を大きく受けていないが、性別については、女性の影響がやや強く表れている調査結果となっ
ている。

5. 回答者の属性

（1）GPA
　GPAは、今回から調査項目に加えた。回答者のGPAについて、図1-5-1に示す。4.00～3.00が
17.0%、2.99～2.00が54.6%、1.99～1.00が25.7%、0.99～0.00が2.7%という分布であった。な
お、母集団のGPAは非公開である。

　男女別では、母集団の構成比が男性53.5%、女性46.5%であるのに対し、回答者の構成比
は、男性42.0%、女性58.0%と、女性の構成比に11.5ポイントの差がある。
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（2）入試種別
　入試種別についても、今回から調査項目に加えた。回答者の入試種別について、図1-5-2に
示す。一般入学試験が43.2%、センター利用入学試験が9.5%、推薦入学試験が34.5%、スポー
ツ能力に優れた者を対象とした入学試験が2.9%、AO入学試験が5.8%、帰国生徒入学試験
が0.3%、外国人留学生入学試験が0.9%、という結果であった。社会人入学試験については回
答者がいなかった。なお、母集団の入試種別は非公開である。

（3）住居
　回答者の住居について第15回調査（2008年）、第16回調査（2010年）と比較して、図1-5-3
に示す。住居については、選択肢の見直しを行ったため、単純に前回との比較は行えないが、
自宅生71.7%（前回72.7%）、自宅外生28.3%（26.5%）と、自宅生と自宅外生の比率は前回
とほぼ同様である。自宅外生の居住形態は、下宿14.2%（前回11.5%）、ワンルームマンション
6.2%、アパート5.6%であわせて11.8%（前回、マンション･アパートという選択肢で12.3%）と、こ
れまで、マンション・アパートの学生の方が下宿の学生よりも多かったが、今回逆転している。

（4）通学時間
　回答者の通学時間について第15回調査（2008年）、第16回調査（2010年）と比較し、図
1-5-4に示す。通学時間については、30分未満の学生が29.1%（前回26.0%）、30分以上1時間
未満が14.8%（15.5%）、1時間以上1時間30分未満が24.1%（20.8%）、1時間30分以上2時間
未満が23.3%（26.6%）、2時間以上かかる学生が8.7%（10.5%）となった。2006年以降の調
査では、30分未満の学生が、27.9%、26.2%、26.0%と減少してきたのが、29.1%と増加してい
る。反対に1時間30分以上かかる学生が、33.5%、36.5%、37.1%と増加していたのが、32.0%
と減少した。
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（5）団体への加入
　クラブやサークル等の団体への加入の有無について第15回調査（2008年）、第16回調査
（2010年）と比較し、図1-5-5に示す。加入者が72.8%であった。2006年の調査以降62.9%、
65.4%、71.2%と増加してきた傾向が続いている。

（6）支出
　表1-3（p.16）に回答者の1ヶ月の平均支出（授業料、実習費を含まない、自宅外生は部屋
代、食費を含む）を1万円単位の階層ごとに示した。さらに住居別の回答者の比率を図1-5-6に
示す。自宅生では、2万円台が21.4%、3万円台が17.2%、1万円台が16.8%と多い。一方、自宅
外生は、10万円台が27.1%、8万円台が11.0%、12万円台が8.4%という結果であった。
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図1–5–5　団体加入の有無

図1–5–6　１ヶ月の平均支出
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表1－1　サンプルの構成ならびに有効回答票数・回収率 表1－2　回答者の属性（その1）

学部 学年
在学生数（人） A　対象者（人） B　有効回答票数（人） 回収率％

男 女 合計 男 女 合計 男 女 合計 B/A × 100

神学部

1 20 15 35 5 2 7 0 1 1 14.3
2 18 9 27 3 2 5 0 0 0 0.0
3 19 9 28 4 2 6 0 1 1 16.7
4 25 18 43 5 3 8 1 1 2 25.0

合計 82 51 133 17 9 26 1 3 4 15.4

文学部

1 262 510 772 50 104 154 12 33 45 29.2
2 230 574 804 40 114 154 13 37 50 32.5
3 230 533 763 43 107 150 8 31 39 26.0
4 342 606 948 59 118 177 6 48 54 30.5

合計 1,064 2,223 3,287 192 443 635 39 149 188 29.6

社会学部

1 304 360 664 64 69 133 15 23 38 28.6
2 293 348 641 59 68 127 11 18 29 22.8
3 317 345 662 68 63 131 10 17 27 20.6
4 453 401 854 89 70 159 21 26 47 29.6

合計 1,367 1,454 2,821 280 270 550 57 84 141 25.6

法学部

1 438 253 691 83 55 138 22 18 40 29.0
2 389 232 621 78 44 122 21 11 32 26.2
3 408 238 646 80 48 128 11 20 31 24.2
4 651 302 953 117 62 179 16 10 26 14.5

合計 1,886 1,025 2,911 358 209 567 70 59 129 22.8

経済学部

1 537 204 741 111 37 148 22 10 32 21.6
2 462 192 654 92 37 129 19 12 31 24.0
3 453 158 611 80 41 121 22 15 37 30.6
4 696 190 886 117 44 161 27 13 40 24.8

合計 2,148 744 2,892 400 159 559 90 50 140 25.0

商学部

1 366 289 655 69 62 131 18 22 40 30.5
2 402 270 672 87 46 133 15 12 27 20.3
3 412 241 653 83 47 130 9 18 27 20.8
4 540 240 780 93 52 145 18 18 36 24.8

合計 1,720 1,040 2,760 332 207 539 60 70 130 24.1

理工学部

1 383 124 507 76 25 101 15 5 20 19.8
2 340 95 435 72 15 87 12 2 14 16.1
3 330 87 417 60 21 81 10 7 17 21.0
4 525 115 640 101 23 124 18 6 24 19.4

合計 1,578 421 1,999 309 84 393 55 20 75 19.1

総合政策学部

1 279 350 629 60 66 126 8 18 26 20.6
2 249 309 558 45 62 107 10 16 26 24.3
3 273 336 609 48 66 114 7 18 25 21.9
4 313 395 708 52 81 133 9 25 34 25.6

合計 1,114 1,390 2,504 205 275 480 34 77 111 23.1

人間福祉学部

1 134 198 332 29 38 67 10 15 25 37.3
2 127 196 323 21 43 64 3 12 15 23.4
3 161 191 352 29 40 69 3 8 11 15.9
4 166 184 350 29 38 67 5 11 16 23.9

合計 588 769 1,357 108 159 267 21 46 67 25.1

教育学部

1 125 260 385 21 56 77 3 15 18 23.4
2 115 245 360 27 45 72 7 11 18 25.0
3 106 270 376 20 54 74 2 12 14 18.9
4 100 221 321 24 40 64 5 15 20 31.3

合計 446 996 1,442 92 195 287 17 53 70 24.4

国際学部

1 127 221 348 35 35 70 11 10 21 30.0
2 119 204 323 20 26 46 4 5 9 19.6
3 95 185 280 16 37 53 2 11 13 24.5
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 341 610 951 71 98 169 17 26 43 25.4

全学部

1 2,975 2,784 5,759 603 549 1,152 136 170 306 26.6
2 2,744 2,674 5,418 544 502 1,046 115 136 251 24.0
3 2,804 2,593 5,397 531 526 1,057 84 158 242 22.9
4 3,811 2,672 6,483 686 531 1,217 126 173 299 24.6

合計 12,334 10,723 23,057 2,364 2,108 4,472 461 637 1,098 24.6

カテゴリー計（％）
学部別 学年別 性別

神 文 社会 法 経済 商 理工 総合 人間 教育 国際 1 2 3 4 男 女
母集団の分布：実数 23,057 133 3,287 2,821 2,911 2,892 2,760 1,999 2,504 1,357 1,442 951 5,759 5,418 5,397 6,483 12,334 10,723
実構成比 100% 0.6 14.3 12.2 12.6 12.5 12.0 8.7 10.9 5.9 6.3 4.1 25.0 23.5 23.4 28.1 53.5 46.5
回答者数全体 1,098 4 188 141 129 140 130 75 111 67 70 43 306 251 242 292 461 637
学部・学年・性別各構成比 100% 0.4 17.1 12.8 11.7 12.8 11.8 6.8 10.1 6.1 6.4 3.9 27.9 22.9 22.0 26.6 42.0 58.0
GPA： 実数 ％
4.00～3.00 186 17.0 2 38 26 20 13 28 8 8 10 14 19 62 35 41 48 48 138
2.99～2.00 598 54.6 1 117 72 64 74 61 32 70 40 46 21 158 152 139 150 225 373
1.99～1.00 282 25.7 1 30 41 42 47 36 30 27 14 11 3 73 58 60 91 162 120
0.99～0.00 30 2.7 0 2 1 3 6 5 5 6 2 0 0 12 6 4 8 24 6

入試種別：
一般入学試験 470 43.2 2 89 60 60 55 47 33 57 26 26 15 134 106 97 133 200 270
センター利用入学試験 103 9.5 2 15 26 16 13 13 6 6 2 2 2 24 24 19 36 52 51
推薦入学試験 376 34.5 0 70 35 46 60 47 35 31 16 20 16 106 82 98 90 152 223
スポーツ能力に優れた者を対象とした入学試験 32 2.9 0 3 4 1 3 5 0 2 10 1 3 10 7 5 10 25 7
ＡＯ入学試験 63 5.8 0 3 11 3 4 6 0 8 5 19 4 15 22 11 16 12 52
帰国生徒入学試験 3 0.3 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 2
外国人留学生入学試験 10 0.9 0 1 2 0 0 1 0 1 3 0 2 7 1 0 2 5 5
社会人入試 0 0.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 32 2.9 0 4 1 3 5 8 0 5 4 2 0 6 7 11 8 10 22

住　居：
自宅 786 71.7 2 148 93 93 107 93 51 74 43 55 27 214 177 189 207 307 480
親戚、知人の家 11 1.0 0 3 2 0 2 1 1 1 1 0 0 3 4 0 4 6 5
下宿 156 14.2 0 16 22 23 17 20 10 20 14 7 7 53 36 24 43 84 72
ワンルームマンション 68 6.2 1 6 12 5 5 10 7 13 3 4 2 21 10 16 21 31 36
アパート 61 5.6 1 9 10 8 6 6 6 2 5 2 6 10 21 12 18 29 32
関西学院の学生寮 11 1.0 0 4 1 0 3 0 0 0 0 3 0 2 2 3 4 2 9
その他 3 0.3 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 2 0 0 1 1 2

通学時間：
30分未満 319 29.1 1 40 47 37 46 42 28 27 20 18 13 85 70 72 92 174 145
30分以上1時間未満 163 14.8 1 26 20 14 27 17 9 15 11 15 8 48 31 36 49 65 98
1時間以上1時間30分未満 265 24.1 0 54 32 41 27 35 14 19 18 16 9 76 67 65 57 114 151
1時間30分以上2時間未満 256 23.3 1 49 34 31 33 29 13 25 13 19 9 74 59 53 70 84 172
2時間以上 95 8.7 1 19 8 6 7 7 11 25 4 3 4 23 23 18 31 24 71

団体加入：
入っている 800 72.8 3 134 111 93 104 101 36 81 54 50 33 242 193 168 197 340 459
入っていない 299 27.2 1 54 30 36 36 29 39 30 13 21 10 64 58 76 102 121 179

団体の種別：
学内の公認団体 355 44.4 1 66 42 45 42 44 10 42 30 17 16 112 78 86 79 156 199
学内の同好会 192 24.0 0 20 25 23 28 24 17 24 10 16 5 63 51 27 51 79 113
その他の学内団体 179 22.4 2 39 30 16 23 26 4 13 11 8 7 52 43 33 51 73 105
学外の団体 73 9.1 0 9 13 9 11 6 5 3 3 9 5 12 22 21 18 32 41

団体活動内容：
体育・スポーツ活動 400 51.3 0 55 55 41 62 50 23 37 35 26 16 119 103 83 95 200 199
文化活動 176 22.6 1 43 29 24 20 24 10 12 5 2 6 54 37 33 52 67 109
学術・研究活動 34 4.4 0 6 1 10 4 6 0 1 1 3 2 7 10 9 8 13 21
趣味・レジャー活動 68 8.7 0 17 14 8 8 7 1 5 2 4 2 20 13 20 15 26 42
奉仕活動 77 9.9 0 9 6 7 5 4 2 19 9 10 6 23 19 16 19 19 58
宗教活動 2 0.3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 2
政治活動 3 0.4 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2 0 1 0 0 3
その他 19 2.4 1 1 4 1 1 5 0 3 1 1 1 7 8 2 2 8 11
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表1－3　回答者の属性（その２）

平均支出額
学部別 学年別 性別 住居別

実数 ％ 神 文 社会 法 経済 商 理工 総政 人福 教育 国際 １年 ２年 ３年 ４年 男性 女性 自宅 自宅外
1 万円未満 71 6.5 0 15 9 13 3 8 6 4 2 7 4 33 13 14 11 27 44 70 1
1 万円～ 2 万円未満 141 12.9 0 33 18 20 23 9 7 5 13 5 8 47 44 25 25 57 84 131 10
2 万円～ 3 万円未満 171 15.7 1 32 19 23 21 23 17 14 5 13 3 59 43 44 25 67 104 167 4
3 万円～ 4 万円未満 143 13.1 0 29 19 13 24 16 6 12 9 8 7 38 27 38 40 55 88 134 9
4 万円～ 5 万円未満 101 9.3 0 11 17 9 11 9 8 15 7 11 3 23 18 21 39 37 64 90 11
5 万円～ 6 万円未満 138 12.7 1 23 15 14 20 20 9 18 9 7 3 30 28 32 49 63 75 117 21
6 万円～ 7 万円未満 29 2.7 0 4 1 8 3 6 0 3 1 2 1 3 5 13 8 7 22 16 13
7 万円～ 8 万円未満 35 3.2 0 4 2 2 8 3 3 5 4 3 1 8 6 9 12 21 14 20 15
8 万円～ 9 万円未満 51 4.6 0 10 5 4 8 10 1 5 3 3 2 11 12 12 16 28 23 16 34
9 万円～ 10 万円未満 16 1.5 0 0 3 2 2 3 2 1 1 1 1 6 4 1 5 9 7 0 16
10 万円～ 11 万円未満 96 8.8 0 10 13 11 13 11 5 12 6 9 6 24 17 17 38 45 51 12 84
11 万円～ 12 万円未満 17 1.6 0 4 2 3 0 2 2 2 1 1 0 5 4 2 6 9 8 1 16
12 万円～ 13 万円未満 26 2.4 1 4 4 2 1 1 2 7 3 0 1 7 8 3 8 9 17 0 26
13 万円～ 14 万円未満 18 1.7 0 0 7 0 2 2 2 2 1 0 2 6 5 3 4 9 9 1 17
14 万円～ 15 万円未満 7 0.6 0 1 0 2 0 0 0 3 1 0 0 1 4 2 0 3 4 0 7
15 万円～ 16 万円未満 22 1.9 0 5 3 2 1 5 2 3 1 0 0 2 6 4 10 8 14 3 18
16 万円～ 17 万円未満 2 0.2 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 2
17 万円～ 18 万円未満 1 0.1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1
18 万円～ 19 万円未満 1 0.1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1
20 万円以上 5 0.5 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 1 1 2 1 1 2 3 1 4

Ⅱ　調査結果

1. 入学動機

（1） 大学への進学動機（Q10）
　「Q10-1 あなたが大学に進学しようと思ったのはなぜですか」とたずねた回答結果を図1-1-
1、図1-1-2に示す。第1位となった項目を多い順に並べると、1位「教養や視野の拡大」25.2%、
2位「就職に有利」14.8%、3位「専門知識、技術の修得」14.4%、4位「将来の安定した生活」
12.2%、5位「皆が行くから」7.0%、6位「就職に必要な勉強をする」5.9%、7位「青春を楽しむ」
5.0%となっている。第2位となった項目は、1位から4位までは同じ順番であるが、5位に「青春を
楽しむ」11.3%、6位「人格形成」7.4%がランクアップし、続いて7位「就職に必要な勉強をする」、
8位「皆が行くから」の順となっていることが特筆される。
　第1位を所属学部別にみた場合、上位3つの理由は、神学部では全体平均の順番と異なって
「将来の安定した生活」50%、「専門知識、技術の修得」「皆が行くから」25.0%の順となって
いるが、集計数が少ないため参考までに止める。文学部では、「教養や視野の拡大」36.2%、
「専門知識、技術の修得」11.7%、「就職に有利」10.6%。社会学部は、「教養や視野の拡大」
22.9%、「将来の安定した生活」17.1%、「就職に有利」15.7%。の順で「将来の安定した生
活」が第2位となっている。法学部は「専門知識、技術の修得」23.4%、「教養や視野の拡大」
18.8%、「就職に有利」16.4%の順で、「専門知識、技術の修得」が第1位になっている。経済
学部は「就職に有利」22.3%、「教養や視野の拡大」17.3%、「将来の安定した生活」15.1%の
順で「就職に有利」が1位といったところに特徴がある。商学部は、全体平均と同じ順で「教
養や視野の拡大」30.7%、「就職に有利」15.7%、「専門知識、技術の修得」13.4%。理工学
部は「専門知識、技術の修得」21.3%、「就職に有利」17.3%、「将来の安定した生活」13.3%
の順で法学部同様に「専門知識、技術の修得」が1位となっている。総合政策学部は、「教養
や視野の拡大」36.0%、「就職に有利」17.1%、「将来の安定した生活」13.5%。人間福祉学
部は「教養や視野の拡大」19.4%、「専門知識、技術の修得」17.9%、「課外活動にはげむ」
11.9%の順で「課外活動にはげむ」が第3位に入っている。教育学部は「専門知識、技術の修

あなたが大学に進学しようと思ったのはなぜですか。次の中から入学時に重視した
順に３つ選んで回答欄に番号で答えてください。

  1　教養や視野の拡大	   2　人格形成		    3　専門知識、技術の修得
  4　学問研究		    5　就職に有利		    6　就職に必要な勉強をする
  7  将来の安定した生活	   8　青春を楽しむ	   9  課外活動にはげむ
10  皆が行くから		 11　家族がすすめる	 12  先生がすすめる
13  特に理由はない　　　14　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
第 1 位〔 　　　　　　〕第 2 位〔 　　　　　　〕第 3 位〔 　　　　　　〕

Q10-1.
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